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これらは時代先端性における企業システムへの転換が新しい企業環境とともに利益の健全

性を可能とできることを意味するものである。 

 

これらは新たな企業システムの構築と転換は、時代性基準における新しい企業の効率性や

利益性の構築を実現できるのである。 

 

また可能な自動化への投資は、人員コストの大幅な削減と作業の効率化を実現し、これらが

企業の新しい利益基準における経営への転換を実現できるのである。 

 

これらは企業システム構築への正しい考察なのである、より優れた効率性や生産性への転

換は今日時代先端システムの導入において実現できるからなのである。 

 

これら可能な自動化という企業の選択は必ず正しいのである。人員コスト比における投資

効率性をクリアすることで、新規の設備投資や、IT システムの導入は、はるかに優れる効

率性や生産性における企業経営への転換を実現できるのである。 

 

これら新しい企業基準の導入は、新規基準における新しい企業構築を可能とできるのであ

る。 

 

これらはシンプル化の提案を行いうるのである。すべての無駄を排除したとき企業経営は

シンプル化するからである。 

 

これら新しい企業経営基準と環境は、時代要求における新しい企業製品の開発への企業の

集中を与え、これら新しい資本配分における企業経営は時代という新しい可能性への参加

の条件なのである。 

 

これらは既存現実はもはや通用しないのであり、企業が生き残りにおける経営判断を行う

とき選択がないのである。 

 

これら経営基準の飛躍は決して理想でなく現実という理解を要求するものである。 


